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石井幹
もと

子
こ

氏プロデュース
千本桜ライトアップ
　夜空に幻想的に浮かび上がる、上田城
と桜、お花見は最高潮へ。世界的照明デ
ザイナー・石井幹子氏プロデュースによ
る「上田城千本桜ライトアップ」で、夜空
に幻想的に浮かび上がる上田城と桜。豪
華絢爛な昼間の桜と、幻想的な雰囲気の
夜の桜の対比をお楽しみください。午後
10時まで点灯しています。
日　時 　４月４日㈮～20日㈰
 日没（18：30頃）～22：00
　　　　　※開花状況によって変更する

　場合があります。
場　所 　上田城跡公園（堀周辺、けや

き並木遊歩道、西櫓
やぐら

、櫓門）

櫓門へ導く灯
ともしび

火の景
え

　LED灯火ライトで二の丸橋、東虎
こ

口
ぐち

櫓門を、幻想的で美しい灯火の景
で演出し千本桜まつりに彩りを添え
ます。
日　時 　開花時の金・土曜日
 日没（18：30頃）～21：30
　　　　　（予定）
場　所 　上田城跡公園二の丸橋、

東虎口櫓門

４
月
４
日
㈮
〜
20
日
㈰

　  観光課　TEL23・5408 22



元祖シャッターマン
　櫓門前や本丸など公園内で、シャッターマンがボランティ
アで記念写真を撮影します。大切な家族や仲間との写真を撮
影しますので、気軽に声をかけてください。
日　時 　４月４日㈮～20日㈰10：00～15：00
場　所 　東虎口櫓門前など

信州上田ゆかりのアーティストライブ
　上田市にゆかりのあるアーティストが集結し、スペシャルライブを開催し
ます。
日　時 　４月19日㈯13：00～18：00
場　所 　上田市民会館ホール
出演予定者　オープニング
 第一部（13:10～）
 　信州上田おもてなし武将隊、Mibuki with tutu ＆ Beat’s
 　あっぷる学園応援部、さくらゆき
 第二部（14:40～）　木

き

内
うち

貴
たか

大
ひろ

、山口のり子、悠
ゆう

木
き

元
げん

、紫
し

倉
くら

麻
ま

里
り

子
こ

 第三部（16:10～）
 　Time／佐

さ

田
だ

大
たい

陸
りく

・佐
さ

田
だ

詠
え

夢
む

 　三代目コロムビア・ローズ野
の

村
むら

未
み

奈
な

司　会 　真田アサミ（上田市出身・声優）　　　　　　　　　　（敬称略）

信州上田おもてなし武将隊
「真田幸村と十勇士」
　真田幸村と十勇士が皆さんをお出迎えします。
　一緒に記念撮影もできます。
日　時 　４月４日㈮～20日㈰10：30～15：30
場　所 　東虎口櫓門前

さくらゆき

あっぷる学園応援部

三代目コロムビア・ローズ野村未奈 佐田大陸 佐田詠夢〈Time〉
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元祖シャッターマン
　写真撮影のボランティアが旅の
思い出の記念撮影をお手伝いしま
す。
時　間 　10：00～15：00
場　所 　上田城跡公園内

信州上田おもてなし武将隊
「真田幸村と十勇士」ステージパフォーマンス
　武将隊によるステージパフォーマンス
日　時 　４月13㈰10：00～、12：00～
場　所 　上田市民会館ホール入口

観光会館おもてなしコーナー
赤ちゃんステーション
　無料休憩所でそば茶をお召し上がり
いただけます。授乳やおむつ替えもで
きます。
時　間 　9：00～20：00
場　所 　上田市観光会館２階

臨時観光案内所
　上田観光ボランティアガイドの
会やEGG（English Guide Group）会
員が、公園内や市内のおすすめ観
光スポットを案内します。
時　間 　10：00～16：00
場　所 　上田市民会館駐車場

信州上田おもてなし武将隊「真田幸村と十勇士」
　真田幸村と十勇士が皆さんをお出迎えします。一緒に記念撮影もできます。
時　間 　10：30～15：30　　 場　所 　東虎口櫓門前

上田城甲
かっちゅう

冑隊・信州上田子ども十勇士隊
甲冑試着体験
　｢上田城甲冑隊｣、｢信州上田子ども十勇士隊｣が作成した紙製甲冑をまと
い、櫓門前で記念撮影ができます。
実施日 　４月５日㈯・６日㈰・12日㈯・13日㈰・19日㈯・20日㈰
時　間 　10：00～15：00
場　所 　上田城跡公園東虎口櫓門前

姉妹都市等物産展
　上田市にゆかりのある上越市、
沼津市、九度山町の特産品を販売
します。
期　間 　４月12日㈯～13日㈰
時　間 　10：00～16：00
場　所 　上田市民会館駐車場

【注目イベント】
まつりオープニング　
第10回桜コンサート
市内中学校吹奏楽部演奏会
　市内の中学校吹奏楽部によるコン
サートです。
日　時 　４月５日㈯9：00～11：00
場　所 　上田城跡公園芝生広場

期間中に
行われる
イベントなど

期間中
毎日実施
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ふるまい十勇士鍋
　信州みそを使用したふるまい鍋を無
料でお召し上がりいただけます。マイ
箸・おわんの持参にご協力ください。
時　間 　10：00～16：00
場　所 　上田城跡公園管理事務所前

20 19 18 17 16 15 14 13 12

お休み処
観光会館売
サテライトショップ
　休憩所と信州上田の名産名品の土産
品などを取りそろえて販売します。
時　間 　10：00～16：00
場　所 　上田城跡公園管理事務所前

【注目イベント】
上田城下町市（観光物産展）
　上田地域の地場産品を数多く取
りそろえ、にぎやかに販売します。
時　間 　10：00～16：00
場　所 　上田市民会館駐車場、

上田城跡公園管理事務
所前

【注目イベント】
まつりフィナーレ
上田城太鼓まつり〈ジュニア編〉
　上田市内の和太鼓団体のジュニア打ち手に
よる迫力の太鼓演奏を披露します。
日　時 　４月20日㈰9：00～16：00
場　所 　上田市民会館駐車場

見学（上田市立博物館、山本鼎記念館、上田城櫓）
開館時間 　8：30～17：00　※入館は16：30まで、期間中無休
入館料 　一般250円、高校生以上180円、小中学生60円（３館共通）

ステージイベント
「遊芸の宴」
　地元の文化団体などが、華やかな演奏や
舞台を披露し、まつりを盛り上げます。
日　時 　４月12日㈯
 10：00～16：00
場　所 　上田市民会館ホール

信州上田ゆかりのアーティストライブ
　上田市にゆかりのあるアーティストが集結した、迫力あるステージライブです。
日　時 　４月19日㈯13：00～18：00
場　所 　上田市民会館ホール
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上
田
城
千
本
桜
俳
句
会

　

上
田
市
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
俳

人
で
俳
句
の
改
革
に
取
り
組
み
、「
関

東
蕉し
ょ
う

風ふ
う

の
中ち
ゅ
う

興こ
う

者し
ゃ

」と
仰
が
れ
た
加か

舎や

白し
ら

雄お

を
生
み
、
豊
か
な
俳
句
文
化

が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
上
田
の

自
然
や
文
化
を
よ
り
深
く
感
じ
て
い

た
だ
こ
う
と
、上
田
城
が
桜
で
美
し
く
彩
ら
れ
る
こ
の
季
節
に
あ
わ
せ
、

俳
句
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。気
軽
に
俳
句
を
作
り
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
句
期
間　

４
月
４
日
㈮
〜
20
日
㈰

●
テ
ー
マ　
「
城
」「
桜
」「（
上
田
）紬
」

●
投
句
料　

無
料（
一
人
三
句
ま
で
）

●
選
者　

内
川
伝
夫
、
窪
田
英
治
、
島
田
洋
子（
50
音
順
・
敬
称
略
）

●
投
句
方
法　

投
句
用
紙
ま
た
は
葉
書
、
封
書
に
記
入
し
、
投
句
箱
へ

投
函
、
ま
た
は
郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－
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文
化
振
興
課
宛
）し
て
く
だ
さ
い
。
投
句
用
紙
は
公
民
館
や
図
書
館

な
ど
の
市
内
各
所
、
投
句
箱
は
上
田
城
跡
公
園
櫓
門
付
近
、
加
舎
白

雄
句
碑
前
に
あ
り
ま
す
。

●
公
表　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
う
え
だ
に
掲
載
、
市
観
光
会
館
に

掲
出（
予
定
）。
受
賞
者
に
は
賞
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

２
０
１
４
さ
く
ら
吟
行
会

　

今
年
も「
人
恋
し
」の
加
舎
白
雄
の
句
に
ち
な
ん
で
、
さ
く
ら
吟
行
会

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
て
城
下
の
春
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈰
受
付
午
前
10
時
30
分
〜
、
投
句
締
切
午
前
11
時

30
分
、
吟
行
会
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

●
投
句
料　

当
日
句
・
三
句
一
組
１
０
０
０
円

●
賞　

さ
く
ら
吟
行
会
賞
、
選
者
特
選
賞
ほ
か

　

俳
人
加
舎
白
雄
顕
彰
保
存
会
事
務
局（
海
野
）　

TEL
36
・
４
０
１
７

上
田
城
跡
公
園
内
の

桜
の
見
ど
こ
ろ

ウコンザクラ
（博物館南）

ヤエザクラ
（陸上競技場東） ヤマザクラ

（芝生広場）

ヨウコウザクラ
（招魂社）

フゲンソウ
（憩いの広場）

ロトウザクラ
（博物館北）

オオシマザクラ
（やすらぎ広場）

シダレザクラ
（櫓門周辺）

・櫓門前　・お堀北側　・西櫓前　・芝生広場

よく聞かれる桜ポイント

シャッターポイント
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上信越自動車道

❼

❷
❶

❽

❸

❹
❺宝蔵寺　岩谷堂の桜宝蔵寺　岩谷堂の桜

依田川の桜堤防依田川の桜堤防

独鈷山麓の千本桜

信綱寺の桜信綱寺の桜

信廣寺のしだれ桜

別所温泉駅の桜

長谷寺の長谷寺の
しだれ桜しだれ桜

信州国際音楽村のすいせん信州国際音楽村のすいせん

余里の一里花桃

新田公園の桜並木新田公園の桜並木
上田城跡公園の千本桜桜

❾
玄蕃山公園の桜玄蕃山公園の桜

❸信州国際音楽村のスイセン
　約10万株のスイセンが一斉に咲き、周
囲を鮮やかに染めあげます。４月20日（日）
まですいせん祭りも開催。
見ごろ 　３月下旬～４月中旬
　信州国際音楽村　TEL42・3436

❹依田川の桜堤防
　堤防沿いに、まるで桜のトンネルのよう
な並木道が500ｍ続きます。近くの丸子公
園も、桜の名所として有名です。
見ごろ 　４月中～下旬
　  産業観光課　TEL42・1048

❺宝
ほう

蔵
ぞう

寺
じ

岩
いわ

谷
や

堂
どう

の桜
　木曽義仲が戦勝を祈願したといわれる山
寺。樹齢800年をこえる義仲桜が、夜は美
しくライトアップされます。
見ごろ 　４月中～下旬
　  産業観光課　TEL42・1048

❻独
と っ こ

鈷山
さん

麓
ろく

の千本桜
　山の新緑と桜色の美しいコントラストが
楽しめます。
見ごろ 　４月中～下旬
　  産業観光課　TEL42・1048

❶長
ちょう

谷
こく

寺
じ

のしだれ桜
　真田幸隆が開山した真田氏の菩提寺。六
文銭が刻まれた石門と、これを覆うように
咲くしだれ桜が見所です。
見ごろ 　４月下旬～５月上旬
　  産業観光課　TEL72・2204

❷信
しん

綱
こう

寺
じ

の桜
　真田氏ゆかりの古刹。本堂手前の黒門周
辺が満開の桜に彩られ圧巻です。
見ごろ 　４月中～下旬
　  産業観光課　TEL72・2204

上田市内花の名所めぐり
上田市内には、このシーズンから楽しめるお花見スポットが満載です。
季節の花々による華やかなおもてなしをぜひ、お楽しみください。
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❻

11

12

10

宝蔵寺　岩谷堂の桜
依田川の桜堤防

独鈷山麓の千本桜独鈷山麓の千本桜

信綱寺の桜

信廣寺のしだれ桜信廣寺のしだれ桜

別所温泉駅の桜別所温泉駅の桜

長谷寺の
しだれ桜

信州国際音楽村のすいせん

余里の一里花桃余里の一里花桃

新田公園の桜並木
上田城跡公園の千本桜上田城跡公園の千本桜

玄蕃山公園の桜

❼上田城跡公園の千本桜
　信州上田を代表する桜の名所。約千本の
桜が公園内に咲き乱れ、訪れる人々を魅了
します。
見ごろ 　４月中～下旬
　  観光課　TEL23・5408

❾玄
げん

蕃
ば

山
やま

公園の桜
　3,000本の山桜が見事。上田菅平ＩＣか
らすぐ。
見ごろ 　４月中～下旬
　  観光課　TEL23・5408

12余
よ

里
り

の一
いち

里
り

花桃
　武石余里地区で１里（約４㎞）にわたり、
2,000本もの花桃が可憐な花を咲かせます。
見ごろ 　４月下旬～５月上旬
　  産業観光課　TEL85・2828

10別所温泉駅の桜
　上田駅から上田電鉄別所線で約30分。
終点駅は絶好のお花見ポイントです。
見ごろ 　４月中～下旬
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

❽新田公園の桜並木
　新田公園、小金沢川に沿う桜並木。夜は
ぼんぼりも点灯。
見ごろ 　４月上～中旬

11信
しん

廣
こう

寺
じ

のしだれ桜
　植樹から120年ともいわれる一本桜。目
通りの幹周りは約３ｍ、樹高は約15ｍを
誇ります。
見ごろ 　４月中～下旬
　  産業観光課　TEL85・2828

その他の花ごよみ
藤 ５月中～下旬 前山寺、信濃国分寺
ツツジ ５月中旬～６月上旬 真田氏館跡、上田藩主居館跡、臨泉楼柏屋別荘（別所温泉）
高山植物 ６月上旬～９月上旬 美ヶ原高原
レンゲツツジ ６月中旬～７月上旬 菅平高原、美ヶ原高原
ラベンダー ６月下旬～７月中旬 信州国際音楽村
アジサイ ７月上旬～８月中旬 塩田平あじさい小道、武石あじさい公園
ハス ７月上旬～８月上旬 信濃国分寺、安楽寺
※花の見頃は、天候などにより変わります。ご了承ください。
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平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
、市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
市
長
選
挙
な
ど
に
よ
り
、
経
常
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
編
成
と

な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
較
し
て
７
・
２
％
減
の
約
６
７
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
政
策
判
断

を
要
す
る
新
規
事
業
は
、
原
則
補
正
予
算
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
な
ど

の
継
続
事
業
に
は
最
大
限
配
慮
し
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
約
５
億
円
、
２
・
３
％

増
の
約
２
０
２
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

市
税
が
増
え
た
主
な
理
由
は
法
人
市
民
税

で
、
県
内
の
経
済
動
向
や
平
成
25
年
度
の
税

の
調
定
動
向
を
踏
ま
え
て
、
前
年
度
と
比
較

し
て
約
４
億
円
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
、
個
人
市
民
税
は
、
微
増
を
見

込
み
ま
し
た
。

　

一
方
市
債
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

25
億
円
、
23
・
９
％
減
の
約
79
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

市
債
が
減
っ
た
主
な
理
由
は
、
交
流
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館
建
設
事
業
が

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

市
で
は
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、
市
債
の
な
か
で
も
合
併
特
例
債
、
辺
地

対
策
事
業
債
な
ど
交
付
税
措
置
の
手
厚
い
市

債
を
最
大
限
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
・
県
の
補
助
制
度
や
市
の
貯
金
で
あ
る
基

金
の
活
用
に
よ
り
市
債
発
行
の
削
減
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

歳入
平
成
26
年
度
当
初
予
算

市税
202億3,007万円（30.0％）

地方交付税
140億円（20.7％）

市債
78億5,600万円（11.6％）

国庫支出金
62億6,233万円（9.3％）

県支出金
32億9,793万円（4.9％）

その他
63億3,782万円（9.4％）
（施設の使用料や各種
証明書発行手数料など）

諸収入
73億7,024万円（10.9％）

【市税の内訳】
固定資産税　91億6,000万円
個人市民税　66億9,407万円
法人市民税　18億5,600万円
都市計画税　11億2,600万円
市たばこ税　 9億2,000万円
軽自動車税　 3億6,500万円
入　湯　税　 4,200万円

［注］歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しているため
合計額は一致しない場合があります。

1,440億円

区分 平成26年度末 平成25年度末

一般会計 713億5,685万円 708億6,970万円

特別会計  ７億 93万円 ８億3,787万円

企業会計 719億1,797万円 758億3,284万円

合　　計 1,439億7,575万円 1,475億4,041万円

　市では学校、道路などの公共施設の整備をする
場合に市の借金にあたる市債を活用しています。
財政負担を複数の年度に分けることにより計画的
な財政運営を行うことができます。

市債現在高（見込み）

◎市債の年度末現在高見込額

基金と市債現在高の推移（一般会計）
単位：億円

市債現在高（右目盛）

基金現在高（左目盛）

地方消費税交付金
21億7,000万円
（3.2％） 歳入

675億円

依存財源（51％）

自主財源（49％）
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健
全
財
政
の
維
持
に
配
意

す
る
と
と
も
に
、
重
要
課
題

で
あ
る「
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
」、「
地
域
経
済
の

活
性
化
」、「
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
」な

ど
の
10
分
野
へ
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

〈
10
の
重
点
分
野
と
そ
の
主
な
事
業
〉

○
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

・
共
同
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の
充
実

○
地
域
経
済
の
活
性
化

・
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

○
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り　

・
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
建
設
・
管
理
事

業
○
循
環
型
社
会
の
形
成

・
雑
が
み
類
の
資
源
化
事
業
、
生
ご
み
の
減

量
化
事
業

○
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
な

ど
の
整
備

・
小
・
中
学
校
耐
震
化
事
業

○
自
然
環
境
の
保
全

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
施
設
設
置
費
補
助
金

○
子
育
て
支
援

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
事
業

○
地
域
医
療
の
再
生

・
周
産
期
医
療
緊
急
対
策
事
業

○
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進　

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
補
助
金

○
交
流
人
口
の
拡
大　

・
観
光
施
設
整
備
事
業（
東
塩
田
地
区
観
光

ト
イ
レ
、
菅
平
高
原
公
衆
ト
イ
レ
な
ど
）

歳出

　  財政課　TEL23・5113

民生費　203億1,063万円（30.1％）

土木費　91億9,858万円（13.6％）

歳出
675億円

教育費　89億6,734万円（13.3％）

187億円

区　　分 概　　　　　　　　　　要 平成26年度末 平成25年度末

財政調整基金 災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、財政の健全な運営のために
積み立てる基金 35億 969万円 39億 969万円

減債基金 借入金（地方債）を毎年平均的に返済できるように積み立てる基金 33億3,931万円 35億7,931万円

その他の特定目的基金 事業の実施など特定の目的のために積み立てる基金（例：地域振興事業基金） 95億6,490万円 111億7,105万円

定額運用基金 土地の取得など特定の目的のために定額の資金を運用する基金(例：土地開発基金） 22億5,127万円 22億5,110万円

　合　　　　　　　計 186億6,517万円 209億1,115万円

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額は一致しない場合があります。

　市の貯金である基金は、これまで災害など不測の事態や将来の大きな事業、借入金の返済などのため、積み立てを行っ
てきました（10ページ、「基金と市債現在高の推移（一般会計）」グラフ参照）。
　今年度も基金を活用し、交流文化芸術センター・市立美術館建設事業など各種事業を実施します。

基金現在高（見込み）

◎基金の年度末現在高見込額

商工費　51億4,634万円（7.6％）

衛生費　39億2,542万円（5.8％）

農林水産業費　24億3,517万円（3.6％）

消防費　19億314万円（2.8％）

その他　８億1,603万円（1.2％）

総務費　64億4,436万円（9.6％）

公債費　83億7,739万円（12.4％）
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～自治会支援をはじめ市の全般的な事務のために～
総務費【64億円】（56％減）

○交流文化芸術センター建設・管理事業…５億7,163万円
新  交流文化芸術センター開館記念事業 …２億4,058万円

充  共同集会施設整備事業補助金 …………１億1,302万円
 自治会が行う共同集会施設の新築・改修などに対して
補助を行います。（新築に対する補助金は、今年度か
ら増額） 
○自治会支援事業 …………………………１億2,631万円
 コミュニティ活動等交付金、広報等配布事務委託料な
どにより自治会活動を支援します。 

○防犯灯新設・交換・電気料金補助金 ………9,161万円
○わがまち魅力アップ応援事業補助金 ………6,000万円
新  四輪ボンネットトラック消防車復元事業 ……781万円
 旧カネボウ丸子工場から寄贈された1956年式ボン
ネットトラックを復元します。

～商工観光業の振興のために～

商工費【51億円】（１％減）
新中心市街地活性化住民意識調査 ………………230万円
　中心市街地活性化の今後の方向性を検討するため、意
識調査を行います。

充中小企業金融対策事業 …………………41億5,100万円
　経営支援資金の利子補給の期間、経営革新支援資金の
貸付期間をそれぞれ拡大し、中小企業の事業活動を支
援します。
○商工業振興助成事業補助金 …………………7,950万円
充市民まつり事業 ………………………………6,870万円
　（上田城千本桜まつり、丸子ドドンコ、真田まつり、
武石夏祭りなどの負担金）

新東塩田地区観光トイレ改修工事 ……………1,257万円
新菅平高原公衆トイレ改修工事 ……………… 430万円
新大坂の陣400年記念特別企画展 ………………300万円
　（池波正太郎真田太平記館）
新北陸新幹線開通記念事業 ………………………108万円

～道路や河川などの整備のために～

土木費【92億円】（９％減）
○市道新設改良事業 ………………………11億4,281万円
　丸子小牧線バイパスをはじめ、燕

つばくろ

線、武石和田線な
どの路線の整備を行います。

○公共下水道事業補助金 ……………………26億436万円
○道路維持事業（除雪関連経費など） ……４億7,540万円
○交通運輸対策事業 ………………………３億7,357万円
　（別所線対策、廃止路線代替バス運行費補助、上田市
公共交通活性化協議会負担金など）

○街路整備事業 ……………………………３億2,531万円
　（材木町線、県街路整備事業負担金など）
○交通安全施設整備事業 …………………１億8,583万円
　（歩道の整備など）
○河川用悪水路改修事業 …………………１億2,200万円
　（河川および水路の改修）

～福祉や子育て事業のために～

民生費【203億円】（１％増）
充神科第一保育園改築事業 ………………４億4,909万円
 園舎建築工事、外構工事を実施します。

○自立支援給付事業 ………………………25億9,480万円
　（施設支援給付費、居宅介護等支援給付費、自立支援
医療給付費など）

○生活保護費 ………………………………12億3,800万円
○民間保育所運営・助成事業 ……………11億1,996万円
　（市内10箇所）
○福祉医療費給付事業 ……………………７億9,100万円
 児童、母子・父子家庭、低所得高齢者などへ医療費の
自己負担額を給付します。

○放課後児童クラブ運営・施設整備事業 ２億2,025万円
　（市内27箇所）
○介護予防・生活支援事業 ………………１億9,507万円
　高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるよう、各
種生活支援サービスを行います。

○児童館運営・施設整備事業（市内11箇所） …7,299万円
○地域子育て支援拠点事業（市内13箇所） …3,882万円

一
般
会
計
の
主
な
使
い
み
ち

市
の
予
算
は
、
道
路
の
建
設
の
た
め
に
使
う
場
合
は
土
木
費
、
教
育
の
た
め
に
使
う
場
合
は

教
育
費
、
と
い
う
よ
う
に
目
的
別
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
区
分
ご
と
に
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
前
年
度
と
の
比
較
）

新は新規事業　　充は充実させた事業

開館記念事業
として、各種
コンサートな
どを実施しま
す整備が進む丸子小

牧線バイパスのト
ンネル

改築予定の
神科第一保育園

にぎわいを見せ
る中心市街地
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～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛生費【39億円】（２％増）
充雑がみ回収袋製作 ……………………………………907万円
　束ねづらい雑がみ用に、資源物回収に出せる専用袋を製作、
配布します。

充生ごみ堆肥化モデル事業 ……………………………328万円
　通風乾燥型生ごみ処理機の普及を図ります。

○ごみ収集処理委託事業 ………………………５億8,901万円
○予防接種事業 …………………………………３億5,238万円
○妊婦一般健診事業 ……………………………１億6,553万円
充周産期医療緊急対策事業 ……………………１億3,837万円
　（医師確保のための医学生の修学資金貸付、産婦人科病院
の医師報酬の補助など）
○水道事業負担金 …………………………………１億802万円
○新エネルギー活用施設設置費補助金 ……………6,000万円
　（住宅用太陽光発電システム設置に対する補助）

～子どもたちの教育などのために～

教育費【90億円】（67％増）
○第二中学校改築事業 …………………………19億3,867万円
○第三中学校改築事業など ……………………５億6,472万円
　（屋内運動場・昇降口棟建設工事など）
○川西小学校改築事業 …………………………５億5,515万円
　（屋内運動場建設工事など）
○東塩田小学校屋内運動場改築事業 ……………５億960万円

○小中学校管理運営事業 ………………………８億3,072万円
充体育施設管理事業 ……………………………４億9,622万円
　（自然運動公園総合体育館の耐震診断、ふれあいさなだ館
の軒天改修工事、武石体育館の屋根改修工事など）

新上田市立美術館開館記念事業 ………………２億2,362万円
○図書館管理運営に係る経費 …………………１億7,605万円
○小中学校施設整備事業 ………………………１億4,326万円
　（保健室エアコン設置、営繕工事など）
充児童生徒就学援助事業 ………………………１億1,506万円
　経済的理由により就学が困難な児童生徒に対し、学用品費、
給食費などの支援を行います。

～農業・林業の振興のために～

農林水産業費【24億円】（１％減）
○土地改良事業 …………………………………３億2,503万円
　農道・用排水路の長寿命化、農業用ため池の耐震性調査な
どを行っています。また、地域ぐるみの活動による農村環
境の保全を支援しています。

○農業集落排水事業補助金 ………………………10億100万円
○松くい虫防除対策事業 ……………………………8,604万円
　（伐倒駆除、地上薬剤散布、樹幹薬剤注入など）
○有害鳥獣駆除対策事業 ……………………………3,871万円
　（鳥獣侵入防止柵資材購入、狩猟者確保のための補助など）
○中山間地域農業直接支払交付金 …………………2,963万円
○林道整備事業（硯沢線など） ………………………2,228万円

～雇用の促進と労働者福祉のために～

労働費【３億円】（34％増）
○起業支援型地域雇用創造事業 ……………………7,964万円
　地域に根ざした事業の起業などを支援し、安定的な雇用の
受け皿を創り出します。

○職業訓練事業補助金 …………………………………342万円

～消防・救急のために～

消防費【19億円】（増減なし）
充消防団運営交付金 …………………………………4,130万円
　消防団に運営交付金を交付し、活動を支援しています。
　今年度から交付金の基準額を引き上げます。

○消防団詰所整備事業 ………………………………7,687万円
　（第15分団、武石西部分団など）
○消防団車両等整備更新事業 ………………………4,551万円
○耐震性貯水槽整備事業 ……………………………2,450万円

雑がみ回収袋
（イメージ）

改築予定の
東塩田小学校屋内運動場

「水
み

土
ど

里
り

会（各地域
の農村環境保全グ
ループ）」による水
路の維持作業

地域の消防・
防災に不可欠
な消防団
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会計名 平成26年度 平成25年度 比較増減額 増減率
（％） 事業のあらまし

土地取得事業 ４億円 ４億円 ０円 0.0 土地の取得に関する事業

同和地区住宅新築資金
等貸付事業 3,283万円 3,467万円 △184万円 △5.3 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 164億9,782万円 164億7,567万円 2,215万円 0.1
０歳～74歳までの方で、自営業など他の健
康保険に加入されていない方のための医療保
険事業

後期高齢者医療事業 18億2,717万円 16億 369万円 ２億2,348万円 13.9
高齢者（75歳以上）および65歳以上75歳未満
の一定の障がい認定を受けている方を対象と
した医療制度

介護保険事業 150億4,587万円 144億3,646万円 ６億 941万円 4.2 介護が必要となった方への保険給付事務、介護予防サービスなどの事業

社会福祉授産事業 6,310万円 6,274万円 36万円 0.6
障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に
沿った就労の支援事業(上田・武石の２事業
所)

駐車場事業 １億8,553万円 １億8,683万円 △130万円 △0.7 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営事業

市街地再開発事業 3,781万円 3,892万円 △111万円 △2.9 上田駅前ビル「パレオ」の管理事業など

武石診療所事業 １億3,816万円 １億4,831万円 △1,015万円 △6.8 24時間往診体制をとっている公立の診療所(内科・外科など)事業

合　　　計 342億2,830万円 333億8,729万円 ８億4,101万円 2.5

特別会計 342億円

◎平成26年度特別会計予算一覧

　特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けて整理する会
計です。全体では2.5％、約９億円増えました。
　これは、介護保険事業特別会計において、介護サービス等の給付費の増額などにより前年度から約６億円増
えたことなどが主な理由です。

○収益的支出：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に必要な経費
○資本的支出：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

　企業会計とは、水道料金などの収益によって運営される会計です。全体では14.4％、約22億円増えました。
　これは、収益的支出において、企業会計制度の改正（減価償却費の計上方法変更、各種引当金の計上義務
付けなど）により、前年度から約26億円増えたことが主な理由です。

企業会計 172億円

◎平成26年度企業会計予算一覧

特
別
会
計
・
企
業
会
計

会計名 平成26年度 平成25年度 比較増減額 増減率（％）

真田有線放送電話事業
収益的支出 5,159万円 5,242万円 △ 83万円 △ 1.6

資本的支出 924万円 915万円 9万円 1.0

産婦人科病院事業
収益的支出 ６億1,830万円 ５億7,415万円 4,415万円 7.7

資本的支出 3,969万円 3,409万円 560万円 16.4

水道事業
収益的支出 31億7,501万円 25億 340万円 6億7,161万円 26.8

資本的支出 12億5,099万円 15億8,791万円 △ 3億3,692万円 △ 21.2

公共下水道事業
収益的支出 63億1,960万円 48億 245万円 15億1,715万円 31.6

資本的支出 34億3,258万円 35億 95万円 △ 6,837万円 △ 2.0

農業集落排水事業
収益的支出 16億1,019万円 12億6,964万円 ３億4,055万円 26.8

資本的支出 ７億4,162万円 ７億3,736万円 426万円 0.6

合　　　計 172億4,881万円 150億7,152万円 21億7,729万円 14.4
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うめ　さくら～、さくら～♪
ＦＣ　うめちゃん、今日もご機嫌だね（笑）

うめ　はいっ！今度、家族でお花見へ行くんで～す。
ＦＣ　だったら上田城がおすすめだよ。映画『青天の霹

へき

靂
れき

』
でもお花見のシーンがあるんだけど、実は上田城跡
公園内の本丸跡で撮影されたんだ。

うめ　上田城は桜の名所だもんね。でも撮影は夏なのに、
お花見？

ＦＣ　そう。キャストの都合で、急遽上田での撮影が決まっ
てね。当然、桜の季節じゃないけれど、せめて木は
あった方がいいということで、ここが採用されたん
だ。広々としているし、お花見するには好都合な場
所だよね。毎年、多くのお客さんでにぎわうのも納
得したよ。

うめ　桜はどうしたの？
ＦＣ　造りものの枝や花で飾りつけもしたけど、ほとんど

が合成なんだ。でもスクリーンの中では、満開の桜
がとってもリアルでね。本当に感動的なシーンに仕
上がったよ。うめちゃんも桜まつりへ出かけたら、
ぜひロケ地をチェックしてみてね。

うめ　もちろんですっ！きれいな桜をながめながら食べる
お弁当…。あぁ～、今から楽しみで～す。

ＦＣ　うめちゃんは、やっぱり花より団子だね（苦笑）。で
も映画もすごくいい出来だから、家族みんなで楽し
んでほしいな。

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！②
　桜のシーズンを迎え、ますますパワフルな真田うめちゃん。足取りも軽く、フィルム
コミッション（FC）の事務局にやってきました。今日もスタッフとの会話がはずみます。

上田ロケ映画『青天の霹靂』上映情報

　現在、TOHOシネマズ
で前売りチケット（一般
1,400円。当日は1,800円）
を販売しています。
　また、上田市観光会館
１階売店でも販売してい
ますので、上田城千本桜
まつりにお越しの際にお
買い求めください。

期　日 　５月24日㈯からロードショー
場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）　ほか
監　督 　劇団ひとり
出　演 　大泉洋、柴咲コウ、劇団ひとり　ほか

本丸跡でのロケ風景本丸跡でのロケ風景

桜の木を造花で飾りつけ桜の木を造花で飾りつけ

映画『サムライフ』撮
影中

　上田市を舞台に、感動の実話を元にした映画『サムライフ』。
そのほぼ全篇が上田ロケとなり、現在、市内各所で撮影が行な
われています。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

上田発

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

○映画『青天の霹靂』撮影ウラ話
　主演の大泉洋さんから、「上田のまちは食べ物もおいし
くて大好き。ぜひまた来たい」とのお言葉をいただきまし
た。美

お

味
い

だれ焼き鳥など、上田城千本桜まつりでは、大泉
さん絶賛の地元グルメも登場。あわせてお楽しみくださ
い！

大泉洋さんが上田市を
絶賛（You Tube）
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対　象 　市内在住・在勤・在学の方で構成された５人以上の団体・グループ
料　金 　無料（会場借用費用・会場設営は申込者が対応）
申し込み 　開催希望日の２週間以上前（講座により１か月以上前）に、担当課、

生涯学習課、または公民館に「申込書」を提出（メール、ＦＡＸ可）。
後日、決定通知書をお送りしますので、担当者と電話で打ち合わせ
をお願いします。

開催日時 　基本的に、平日（月～金曜日）午前９時～午後９時までの２時間以内。
講座により土日祝日の開催も可能。

要項設置 　市役所総合案内、各地域自治センター、公民館、生涯学習課など。
市ホームページから、要項（パンフレット）や「申込書」のダウンロー
ドが可能。

その他 　プログラムにない内容を希望する場合は、特製プログラムとして調
整しますので、生涯学習課に相談してください。

注意事項 　政治、宗教、営利を目的とした催しの場合は、利用できません。
　　　　　年度内に、複数回同じ講座を申し込むことはできません。
　　　　　施設の見学などは、入場料をいただく場合があります。

分野 № 講　　　　　座　　　　　名  申　込　先
Ａ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

1 上田市総合計画について 政策企画課　 TEL23・51122 上田地域広域連合・上田地域定住自立圏について
3 上田市自治基本条例について

市民参加・協働推進課 TEL22・4100
（代表）

4 上田市の地域内分権と地域協議会について
5 わがまち魅力アップ応援事業について
6 自治会への各種補助事業について
7 本人通知制度について 市民課　　　 TEL23・5334
8 上田市の組織と仕事 人材開発課　 TEL23・5332
9 上田市の情報公開・個人情報保護制度 行政管理課　 TEL23・516310 上田市の行政手続
11 上田市の行政改革について 行政改革推進室　 TEL23・516312 指定管理者制度とは？
13 上田市の国際・地域交流 秘書課　　　 TEL22・3435
14 上田市の広報事業について 広報情報課　 TEL23・824115 高度情報化社会に向けた取り組み
16 議会のしくみ 議会事務局　 TEL22・0452
17 選挙制度と選挙管理委員会の仕事 選挙管理委員会事務局 TEL23・5438
18 上田市の財政状況 財政課　　　 TEL23・5113
19 市税の概要 税務課　　　 TEL23・5115

Ｂ　

産
業
・
経
済

20 中小企業の融資制度 商工課　　　 TEL23・539521 市街地活性化講座　－中心市街地の活性化－
22 就業支援・勤労者支援事業について 雇用促進室　 TEL24・7363
23 映画のまち上田ガイド 観光課　　　 TEL23・540824 上田市の観光ガイド
25 上田市の取り組む「地産地消」 農政課　　　 TEL23・512226 上田市の農業について
27 農業委員会の役割 農業委員会事務局　 TEL23・5466

Ｃ　

自
然
・
文
化 　

28 交流文化芸術センター・市立美術館について 交流文化芸術センター TEL23・521929 上田の文化と美術家たち
30 地域映像上映会　 マルチメディア情報センター TEL39・100031 上田市の地域文化の情報発信 
32 上田市の文化財 文化振興課　 TEL23・636133 文化イベント開催のヒント
34 池波正太郎と上田　－池波正太郎の上田での足跡と作品紹介－ 池波正太郎真田太平記館　 TEL28・7100
35 上田城の歴史 市立博物館　　　 TEL22・1274
36 信濃国分寺と上田市の古代 信濃国分寺資料館　 TEL27・8706
37 山本鼎 　－その素顔と業績－　 山本鼎記念館　 TEL22・2693
38 上田市の森林について 森林整備課　 TEL23・512439 有害鳥獣対策について
40 花と緑のまちづくり 公園緑地課　 TEL23・5134

　

市
職
員
が
地
域
に
出
向
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
７
分
野

１
０
０
講
座
あ
り
、
料
金
は
無
料
で
す
。
仲
間
や
地
区
の
会

合
な
ど
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　   生涯学習課　TEL23・6370

７
分
野
１
０
０
講
座

　

市
職
員
が
伺
い
ま
す

出
前
講
座

※太字は新講座です
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分野 № 講　　　　　座　　　　　名  申　込　先
Ｄ　

生
活
環
境

41 景観とまちづくり
都市計画課　 TEL23・512742 都市計画によるまちづくり

43 上田市の都市基盤整備
44 上田市の道づくり 土木課　　　 TEL23・8242
45 上田市の公共交通の現状と利用促進 地域交通政策課　 TEL23・5011
46 交通安全教室

生活環境課　 TEL22・4140

47 生活安全教室
48 上田市環境基本計画について
49 上田市の環境保全について
50 地球温暖化対策について
51 上田市地域新エネルギービジョンについて

52 ごみはどうやって出すの？ 廃棄物対策課　
（資源循環型施設建設関連事業課） TEL22・0666

53 家庭の水道・下水道設備 サービス課　 TEL23・8243
54 上田市の上水道事業 上水道課　　 TEL 23・5434
55 上田市の下水道事業 下水道課　　 TEL23・5128
56 染屋浄水場の仕組み、水質管理（現地研修） 浄水管理センター　 TEL22・0658
57 上田市の防災対策 危機管理防災課　 TEL21・0123
58 我が家の耐震診断と耐震補強 建築指導課　 TEL23・5430
59 こんな火事が　－火災予防について－ 消防予防課　 TEL26・0029
60 応急手当講習   消防警防課　 TEL26・0119
61 上田市の消防団活動 消防総務課　 TEL26・0119
62 インターネット安全教室　 マルチメディア情報センター TEL39・1000

Ｅ　

福
祉
・
健
康（
男
女
共
同
参
画
）

63 地域福祉の推進 福祉課　　　 TEL23・5130
64 障害者福祉制度について 福祉課　　　 TEL23・5158
65 視覚障がいについて理解を深めよう 点字図書館　 TEL22・1975
66 介護保険制度と高齢者のためのサービス 

高齢者介護課　 TEL23・514067 認知症について知ろう！
68 高齢者の健康づくり・介護予防とは
69 あなたの血管は大丈夫？　－生活習慣病を予防するために－　

健康推進課　 TEL23・8244

70 生活習慣病を予防するための食生活 
71 あなたの歯ぐき年齢は？
72 こころの健康づくり
73 あなたもこころのサポーター（ゲートキーパー）になりませんか
74 子どもの事故防止
75 子どもの看病・手当てのしかた
76 丈夫な歯にな～れ　－むし歯予防のはなし－
77 思春期の身体づくり
78 思春期の食生活　－今、これから自分でできること－
79 地域医療体制の仕組みについて
80 上田市国民健康保険のしくみ　－安心して医療を受けるために－

国保年金課　 TEL23・511881 後期高齢者医療制度について
82 上田市国保の特定健診について
83 親子でクッキング（実習） 保育課　　　 TEL23・513284 乳幼児の健康づくりのための食事
85 男女共同参画社会ってどんな社会？ 人権男女共同参画課　 TEL23・5245

Ｆ　

子
育
て
・
教
育

86 「子ども・子育て支援新制度」とは？　 子育て・子育ち支援課　 TEL23・510687 いきいき子育て講座
88 児童館、児童クラブ、学童保育所ってどんなところ？

学校教育課　 TEL23・510189 不登校児童・生徒への取り組み
90 学校給食と子どもの食生活
91 上田市の戦争遺跡　－仁古田飛行機製造地下工場跡など－

生涯学習課　 TEL23・6370

92 みんなで子どもを育てよう　－家庭・学校・地域が連携してできること－
93 みんなのいいところ発見!!
94 子どもの成長と親の役割
95 子どもの人権意識を育てましょう
96 命の学級 
97 上田市スポーツ振興計画について スポーツ推進課　 TEL23・6372
98 上田市の公民館活動  各公民館
99 子どもとケータイ・ネット　 マルチメディア情報センター TEL39・1000

そ
の
他
100 特製プログラム 生涯学習課　 TEL23・6370
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I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

人間ドック・脳ドックの補助制度をご利用ください
検査費用の一部を補助します

お知らせ

対　象 　①市税に滞納がなく、市内に住所を有する方　　②人間ドック／検査時に35歳以上の方
　　　　　③脳ドック／年度内（４月１日から翌年３月31日まで）に、35、40、45、50、55、60、65、70、75歳になる方
補助要件 　①ドック基本料の検査費用に対する自己負担が25,000円以上であること
　　　　　②同一年度内では人間ドック・脳ドックのどちらか一方のみ
　　　　　③脳ドックは、検査内容に「ＭＲＡ検査」・「ＭＲＩ検査」・「血液検査」・「心電図検査」が含まれていること
　　　　　④上田市国民健康保険（国保）加入者で40～74歳の方は、特定健診に準じて、健診結果の提供に同意すること
補助額 　
検査時加入健康保険 日帰りドック 一泊二日ドック 脳ドック
上田市国保・後期高齢者医療制度 13,000円 25,000円 13,000円
被用者保険など 10,000円 22,000円 13,000円

手続き 　次の物を持参し、国保年金課、または丸子・真田・武石地域自治センター市民生活課に申請してください。
・上田市国保、または後期高齢者医療制度加入者の方で、事前申請による補助券を利用する場合
　…保険証、印鑑（スタンプ印不可）※指定医療機関のみ申請可能です
・受診後申請の場合…保険証、印鑑（スタンプ印不可）、領収書の原本、振込先のわかるもの（預金通帳など）
・被用者保険に加入されている方は加入保険などからの補助の有無や補助額がわかる書類
　（加入保険や事業所などから補助がある場合はその補助額分を減額して交付します。なお、市の補助上限額と同額以上
の補助がある場合は市から補助は受けられません）
　  国保年金課　TEL23・5118

上田市災害見舞金制度
人的被害、建物被害に支給

お知らせ

　市内で発生した災害により、市内に住所を有する個
人、および法人が相当の被害を受けた場合に、災害見
舞金などを支給します。２月14日～15日の大雪の被
害も対象となります。
対　象 　市内で発生した災害により、生計を維持す

るための建物への被害、または人的被害を
受けた市内在住の個人、および法人

支給金額 　被害の状況を調査し、支給に該当する場合
は、被害の状況に応じて次の範囲で支給し
ます。

　　　　　○人的被害／３～20万円
 ○建物被害／１～20万円
申請方法 　被害の状況を市役所危機管理防災課、また

は真田・丸子・武石地域自治センター地域振
興課にお知らせください。

　  危機管理防災課　TEL21・0123
  地域振興課　　　TEL42・1011
　  地域振興課　　　TEL72・2202
  地域振興課　　　TEL85・2824
注意事項 　個人や法人が居住、または使用している建

物に付属する車庫（カーポート）や倉庫など
は対象外です。

　  福祉課　TEL71・8081

中小企業融資制度資金
「経営支援資金」
大雪災害による中小企業者の資金繰りを支援

お知らせ

　２月の大雪災害により影響を受けた市内中小企業者
を、市中小企業融資制度資金「経営支援資金」の貸付対象
者に追加し、その資金繰りを支援します。
資金名 　経営支援資金（大雪災害対策）
貸付限度額　運転資金／5,000万円
 設備資金／3,000万円
貸付利率 　年1.5％
貸付期間 　運転資金／７年以内（据置１年以内）
 設備資金／９年以内（据置１年以内）
対　象 　２月の大雪災害の影響により、経営状況に著

しい影響を受けている中小企業者
　　　　　※詳細要件は、問い合わせいただくか、市ホー

　ムページをご覧ください
利子補給 　利子相当額の２分の１を最長３年補助
信用保証料　市補助（５分の４）により自己負担は５分の１

（保証料0.44％以内）
取扱期間 　５月30日㈮まで
申込場所 　市役所商工課、または丸子・真田・武石地域自

治センター産業観光課、上田商工会議所、上
田市商工会、真田町商工会など

　  商工課　TEL23・5395
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「災害時における支援活動に関する協定」調印式
迅速・的確な情報収集、広範なネットワークの活用に向けて

お知らせ

（一社）上田青年会議所の五
い

十
が

嵐
らし

克
かつ

也
や

理事長（写真左）

　３月４日、（一社）上田青年会議所と「災害時における支援活動に関す
る協定」の調印を行いました。
　協定では災害発生時において、青年会議所が地域貢献活動の一環とし
て組織力や機動力、専門技能や全国に広がるネットワーク、各種関係団
体とのつながりなどを最大限に活

い

かして、市の要請により支援活動に協
力することとしています。
　この協定の締結により、市では災害時における被災住民に対する支援
に必要な人材の確保や被災地の状況やニーズなどの迅速かつ的確な情報
収集・発信などにつながるものと期待しています。
　  危機管理防災課　TEL21・0123

　交流文化芸術センター・市立美術館では、市民の皆さんに大いに利用いただき、皆さんとともに歩む施設として、皆さんが
企画する事業を募集します。
【支援内容】
○「開館記念事業」として開催！　　○会場使用料などを減免！　　○広報を市が支援！　　○スタッフが支援！
【募集概要】
事業期間 　平成27年７月から12月に開催する事業
募集期間 　４月１日㈫～５月16日㈮
対象事業 　一般市民が対象の多くの市民が参加できる事業（政治・宗教などを目的とするもの、または、そのおそれがあるもの

を除く）※１団体１事業とし、第１期（12月～平成27年６月）への応募者は対象外
応募資格 　市民、または市民を主体に組織される団体
応募方法 　「上田市交流文化芸術センター・市立美術館記念事業企画提案書」（センター窓口、各公民館に設置。市ホームペー

ジからダウンロード可）に必要事項を記入の上、郵送、または直接センター窓口へ。
応募先 　〒386-8601（住所不要）上田市交流文化芸術センター宛　　事業の決定　５月末頃を予定

市民の皆さんが企画する
第２期「開館記念事業」を募集します！

募集

交流文化芸術センター・市立美術館
サポーターに登録しませんか？

募集

　交流文化芸術センター・市立美術館で取り組む事業を、サポーターとしてともに活動してくださる方を募集します。
　サポーター登録者には、６月に第１回サポーターミーティングを開催しますので、日程が決まり次第ご連絡します。
登録方法 　登録申込書に必要事項を記入し、郵送（〒386-8601（住所不要）上田市交流文化芸術センター宛）、または直接セン

ター窓口へ。
登録申込書　センター窓口で配布、市ホームページからダウンロード可　　 募集期間 　４月１日㈫～５月30日㈮

　  交流文化芸術センター　TEL23・5219
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お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
を
調
査
し
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
さ
ら
な
る
設
置

促
進
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
全
国
一
斉

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
上
田
地
域
広
域
連
合
消

防
本
部
で
は
、
４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬

頃
に
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
携
帯
し

た
消
防
職
員
が
、
無
作
為
で
抽
出
し
た
市

内
の
お
宅（
１
３
０
０
戸
程
度
）を
直
接
訪

問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
聞
き
取
り
調
査
の
際
に
職
員
に

よ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
は
行
い

ま
せ
ん
。
消
防
職
員
を
名
乗
る
な
ど
悪
質

な
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　

予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

科
学
研
究
費
助
成
金
の
交
付

　

県
内
の
自
然
科
学
を
研
究
す
る
個
人
、

お
よ
び
団
体
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
部
門　

第
１
部
／
一
般（
第
２
部
、

お
よ
び
第
３
部
以
外
）、
大
学
院
生
、

第
２
部
／
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の

教
員（
専
修
学
校
、
各
種
学
校
の
教
員

を
含
む
）、
第
３
部
／
大
学（
短
大
、
高

等
専
門
学
校
を
含
む
）の
教
員（
非
常

勤
講
師
を
含
む
）、
研
究
者
、
研
究
所
、

試
験
場
な
ど
の
研
究
者

●
助
成
金
額　

一
研
究
に
つ
き
、
30
万
円

以
内（
審
査
の
結
果
、
申
請
額
と
同
額

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
申
し
込
み　

５
月
12
日
㈪
ま
で
に
、
申

請
様
式
長
野
県
科
学
振
興
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
左
記
へ
。

　
（
一
財
）長
野
県
科
学
振
興
会
事
務
局

（
長
野
県
文
化
財
・
生
涯
学
習
課
内
）

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
３
７

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

就
学
援
助
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
、
学
校
教
育
活
動
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　

学
校
か
ら
配
布
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
就
学
援
助
を
希
望
す
る
場
合

は
学
校
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
あ
た
り
申
請
世
帯
の
所

得
な
ど
の
調
査
や
、
民
生
児
童
委
員
に
よ

る
聞
き
取
り
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

催　

し

三
砂
ち
づ
る
講
演
会
in
上
田

　

い
の
ち
、
性
、
仕
事
、
結
婚
な
ど
、
自

分
の
人
生
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
に
改
め

て
向
か
い
合
い
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、

語
り
合
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
演
題　
「
女
性
の
労
働
と〝
結
婚
〞」（
講

演
会
終
了
後
、交
流
会
＆
意
見
交
換
会
）

●
講
師　

三み

砂さ
ご

ち
づ
る
氏（
津
田
塾
大
学

国
際
関
係
学
科
教
授
）

●
定
員　

先
着
２
０
０
名

●
参
加
費　

無
料（
交
流
会
＆
意
見
交
換

会
参
加
者
は
２
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

不
要（
交
流
会
＆
意
見
交

換
会
参
加
者
、
は
電
話
で
左
記
へ
）

　

En College 

上
田（
宮
尾
）

　
　

TEL
０
８
０
・
６
９
３
７
・
９
２
７
１

　
　
（

人
権
男
女
共
同
参
画
課
）

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　

住
民
の
力
を
生
か
し
て
高
齢
者
を
地
域

で
介
護
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
学
び
ま

す
。

●
日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
講
師　

井い

益ま
す

雄お

氏（
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
参
加
費　

無
料

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

断
酒
会
を
開
催
し
ま
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
お
悩
み
の
方
や

そ
の
家
族
の
方
を
対
象
と
し
た
断
酒
会
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
断
酒
を
す
る
ご
本
人

の
み
の
会
で
あ
る
Ａ
Ａ（
ア
ル
コ
ホ
ー
リ

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　来年３月の北陸新幹線金沢延
伸に伴い先行配備されたE7系車
両の営業運転が開始され、３月15
日午前８時37分、東京発のE7系
一番列車が上田駅に到着し、市、
および観光関係者などが参加し
ウェルカムイベントが開催され
ました。
　上田駅ホームでは、信州上田
おもてなし武将隊、多数のゆる
キャラが大集合し、訪れた観光
客などを出迎えました。
　また、改札口前では、市内の
観光協会などが、パンフレット
や記念品を配り、新幹線金沢延
伸に向け、信州上田のPRを行
いました。

新幹線E7系ウェルカムイベント

三砂ちづる氏
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

催
し

ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
）も
行
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
断
酒
会

●
場
所
／
日
時　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

／
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
、
長
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
／
４
〜
６
月

の
第
１
・
３
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、

丸
子
公
民
館
／
７
月
〜
平
成
27
年
３
月

の
第
１
・
３
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

※
丸
子
地
域
で
は
、
７
月
か
ら
会
場
が

　

丸
子
公
民
館
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

◇
Ａ
Ａ

　

Ａ
Ａ
は
本
人
の
み
の
参
加
と
な
り
ま

す
。
ご
家
族
の
方
は
要
相
談
。

●
場
所
／
日
時　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

９
時

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
７

武
石
巣
栗
渓
谷
緑
の
広
場

オ
ー
プ
ン

　

平
成
26
年
度
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

４
月
22
日
か
ら
30
日
ま
で
、
食
堂
・
売
店

利
用
者
に
、
５
０
０
円
に
つ
き
50
円
の
巣

栗
渓
谷
割
引
券
を
進
呈
し
ま
す
。

●
営
業
期
間　

４
月
22
日
㈫
〜
11
月
16
日

㈰
●
営
業
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

●
休
業
日　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）　
※
夏
休
期
間（
７
月
19
日
㈯

〜
８
月
31
日
㈰
）は
無
休

●
内
容　

食
堂
、
売
店
、
釣
り
堀
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
そ
ば
打
ち
体
験

●
そ
の
他　

キ
ャ
ン
プ
場
、
そ
ば
打
ち
体

験
希
望
者
は
、
要
電
話
予
約
。

◇
プ
チ
そ
ば
祭
り

●
日
時　

４
月
26
日
㈯
午
前
８
時
〜

●
参
加
費　

無
料（
も
り
そ
ば
・
か
け
そ

ば
各
５
０
０
円
）

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

　
　
（

産
業
観
光
課
）

　
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

点
字
学
習
会

　

点
字
を
学
び
た
い
視
覚
障
が
い
者
の
た

め
の
点
字
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
身
も
苦
労
し
な
が
ら
点
字
を
身
に
つ
け

て
き
た
視
覚
障
が
い
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
一
緒
に
、
じ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
点
字
の

読
み
書
き
の
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

点
字
の
読
み
書
き
の
基
礎

●
対
象　

上
小
圏
域
在
住
、
ま
た
は
在
勤

の
視
覚
障
が
い
者

●
申
し
込
み　

電
話
で
、
左
記
へ（
随
時

受
付
）。

　

上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
・
ウ
イ
ン
グ

　
　

TEL
28
・
５
５
２
２

　
　
（

福
祉
課
）

全日本リコーダーコンテスト出場
川西小学校６年１組

動画はこちらから

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
３月に訪問された方の中から
紹介します。

　「第35回全日本リコーダーコンテスト（３月30日
開催）」に長野県代表として出場する、川西小学校６
年１組の皆さんが、３月４日、母袋市長を訪問し、
演奏を披露しました。
　同校では、２年前からリコーダー合奏を始め、昨
年11月に開催された「長野県合奏コンクール」で優良
賞となったことから、全国大会に出場することとな
りました。
　代表の小

こ

泉
いずみ

勇
はや

人
と

さん（写真前列右端）は、「皆で一緒
に夢中になることができた。全力を出し、ベストを
尽くしてきます」と意気込みを話していました。

　「第53回全国青年農
業者会議（３月10日開
催）」に出場する荒

あら

井
い

信
のぶ

博
ひろ

さん（上室賀）が、
３月５日、母袋市長
を訪問しました。
　荒井さんは、平成23年から「水稲の省力化栽培技
術の導入について」をテーマに、鉄コーティングし
た種
たね

籾
もみ

の直
じか

播
ま

き栽培を研究し、昨年10月、同会議の
関東ブロック大会で優秀賞を受賞したことより、今
回の出場となりました。
　訪問では、「プレッシャーも感じるが、全国大会で
よい成績を修めたい」と、大会に向けた決意を述べ
ていました。

第53回全国青年
農業者会議出場

動画はこちらから
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第
43
回

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

　

第
43
回
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
〜
つ

く
っ
て
あ
そ
ん
で
み
ん
な
で
わ
っ
し
ょ
い

〜
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
５
日（
月
・
祝
）午
前
９
時

20
分
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園

●
内
容　

開
会
式
、
鼓
笛
隊
と
パ
ラ
バ
ル

　

ー
ン
、
将
棋
教
室
＆
工
作
、
消
防
は
し

ご
車
展
示
、
消
防
１
日
体
験
、
し
ゃ
ぼ

ん
玉
、
紙
ひ
こ
う
き
＆
ス
ト
ロ
ー
グ
ラ

イ
ダ
ー
、あ
な
た
も
メ
ダ
リ
ス
ト
、ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
の
日
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
挑
戦
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
地
域
カ
ル
タ
と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

剣
道
体
験
教
室
な
ど

●
参
加
費　

無
料

●
詳
細　

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
公
式
サ

　

イ
ト（http://com

ich.net/kodom
o/

）、

ま
た
は
公
式T

w
itter

（@
kodom

o-

　

m
atsuri

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
余
里 

　

世
界
一
美
し
い
２
週
間
を「
武
石
余
里

一
里
花
桃
の
里
」で
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

４
月
29
日（
火
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
か
ら
上
余
里
ま

で
の
間
を
往
復（
約
９
㎞
）。
午
後
２
時

頃
帰
着
予
定
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

要
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
。
小
学
生
以

下
無
料

●
持
ち
物　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル

（
持
っ
て
い
る
方
）、
弁
当
、
水
分
補
給

用
飲
料
、
敷
物
な
ど

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
事
務
局
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
85
・
２
３
１
３
）で
左
記
へ
。

　

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
）　

TEL
85
・
２
８
２
８

と
も
し
び
の
里
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
通
じ
て
爽さ
わ

や
か
な
汗

を
流
し
、
交
流
が
で
き
る
大
会
で
す
。

●
期
日　

５
月
18
日
㈰

●
場
所　

武
石
体
育
館
ほ
か

●
チ
ー
ム
構
成　

と
も
し
び
の
部（
30
歳

以
上
の
男
女
各
２
名
）、
ト
リ
ム
の
部

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス（
40
歳
以
上
の
男
女

各
１
名
と
50
歳
以
上
の
男
女
各
１
名
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
武

石
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
あ
る
申
込
書（
電

話
請
求
可
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費

催
し

お 知 ら せ

　上田市消防団副団長の矢
や

島
じま

昭
あき

徳
のり

さ
ん（久保林）が平成25年度消防庁長
官定例表彰において永年勤続功労章
を受章されました。矢島さんは消防
団員として永年にわ
たり勤続し、地域の
防災活動に尽力され
ました。

　 消防総務課　TEL26・0119

消防庁長官表彰受章

消防団員募集中
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を
添
え
て
直
接
左
記
へ
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
武
石
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）　

TEL
85
・
２
２
８
０

　
　
（

教
育
事
務
所
）

上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会

　

結
成
50
周
年
の
記
念
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
２
時

15
分（
受
付
０
時
30
分
〜
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
演
題
／
講
師　
「
長
野
県
は
長
寿
県
! !

日
本
一
の
長
寿
ご
は
ん
。食
べ
て
健
康
、

動
い
て
元
気
」
／
横よ
こ

山や
ま

タ
カ
子
氏（
料

理
研
究
家
）

●
定
員　

３
０
０
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
前
売
り
の
み
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
、
香
青
軒
、
上
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
花
の
マ
リ
モ
ほ
か

　

上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　

TEL
22
・
２
９
６
４

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

講
座
・
教
室

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
88
回
市
民
公
開
講
座

　

当
セ
ン
タ
ー
の
内
科
医
師
が「
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
し
て
み
よ
う
」、「
も
う
一
度

や
っ
て
み
よ
う
」と
い
う
方
な
ど
に
最
近

の
話
題
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く
お
話
し

ま
す
。

●
日
時　

４
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
も
う
一
度
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑

戦
！
」と
最
近
の
話
題

●
参
加
費　

無
料（
駐
車
場
無
料
。
予
約

不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る

日
赤
救
急
法
講
習
会

　

基
礎
講
習
と
救
急
員
養
成
講
習
の
両
方

を
受
講
す
る
と
日
赤
救
急
法
救
急
員
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

救
急
法
基
礎
講
習
／
５
月
11
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
、
救
急
員
養

成
講
習
／
５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

救
急
員
養
成
講
習
は
、
救
急
法

基
礎
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方

●
定
員　

各
先
着
30
名

●
参
加
費　

基
礎
講
習
１
５
０
０
円
、
養

成
講
習
１
７
０
０
円

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
実
技
の
で
き
る

服
装

●
申
し
込
み　

４
月
９
日
㈬
〜
23
日
㈬

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ（
24
・
９
４
２
３
）、
ま
た
は
メ
ー

ル（fukusi@
city.ueda.nagano.jp

）

で
左
記
へ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

が
、
基
礎
講
習
を
受
講
済
み
の
方
は
、

認
定
証
を
手
元
に
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
課　

TEL
71
・
８
０
８
１

平
成
26
年
度
信
州
大
学

市
民
開
放
授
業（
前
期
）

　

信
州
大
学
各
学
部
で
は
、
大
学
の
授
業

を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

４
〜
７
月

●
場
所　

信
州
大
学
の
全
学
教
育
機
構
、

お
よ
び
各
学
部

●
受
講
料　

前
期
１
科
目
９
４
０
０
円

（
一
部
異
な
る
授
業
あ
り
）

●
申
し
込
み　

募
集
案
内
を
ご
覧
の
上
、

４
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
受
講
窓
口
へ
。

●
詳
細　

信
州
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

信
州
大
学（
学
務
部
学
務
課
）

　
　

TEL
０
２
６
３
・
37
・
２
８
７
０

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

催
し
／
講
座
・
教
室
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や
さ
し
い
筋
力
ア
ッ
プ

貯
筋
運
動

●
日
時　

５
月
23
日
以
降
の
金
曜
日（
全

10
回
）、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
男
女

（
学
生
除
く
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
14
日
㈪
〜
５
月
14
日

㈬
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
左
記
、

ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
自
然

運
動
公
園
体
育
館
、丸
子
総
合
体
育
館
、

真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

丸
子
弓
道
教
室（
全
20
回
）

　

初
心
者
か
ら
、
も
う
一
度
始
め
た
い
方

ま
で
大
歓
迎
で
す
。
基
本
か
ら
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。

●
開
校
式　

４
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
場
所　

丸
子
弓
道
場（
丸
子
公
園
内
）

●
教
室
日
程　

４
月
15
日
㈫
以
降
の
毎
週

火
・
金
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
午
後

８
時
30
分

●
受
講
料　

一
般
４
０
０
０
円
、
中
学
生

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈪
〜
12
日
㈯

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
弓
道
会（
堀
内
）

　
　

TEL
43
・
３
７
５
３

　
　
（

教
育
事
務
所
）

募　

集

万
葉
植
物
園
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

　
「
万
葉
集
」に
登
場
す
る
多
く
の
植
物
を

散
策
し
な
が
ら
楽
し
め
る『
万
葉
植
物
園
』

の
育
成
管
理
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

月
２
回（
基
本
的
に
木
曜
日
と

土
曜
日
）で
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
申
込
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

●
場
所　

万
葉
植
物
園（
信
濃
国
分
寺
跡

史
跡
公
園
内
）

●
内
容　

①
万
葉
植
物
園
の
植
栽
・
除
草

な
ど
の
軽
作
業
、
②
万
葉
集
に
ち
な
ん

だ
現
地
学
習（
10
月
下
旬
）、
③
万
葉
集

に
つ
い
て
の
講
座（
12
〜
３
月
の
４
回
）

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈪
〜
12
日
㈯

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

講
座
・
教
室
／
募
集

募 集

市民プラザ・ゆう　育成グループ募集

　市民プラザ・ゆうの講座から立ち上がったグループが、一緒に活
動する仲間を募集します。

●募集グループ　毛筆習字（きさらぎ、火曜会［懇切丁寧な指導］、
やよい会）、木目込み人形（おもと会）、フラワー
アレンジメント（あすなろ）、生花（花曜会）、パッ
チワーク（すずらん、シクラメン、ラベンダー、
ひなぎく）、茶道裏千家（木曜会、みどり会）、茶
道表千家（結の会［初心者大歓迎］）、太極拳（水曜
会、愛好会、月曜会［初心者大歓迎］、2002）、ヨ
ガ（さくらの会、五月の会）、英会話（オニオンリ
ング［外国人教師と楽しい会話］）、木彫り（つば
きの会、木彫りの会）、ガーデニング（りんどうの
会）、絵手紙（りんごの会）、水彩画（ヴァッサ絵グ
ルーポ、遊彩彩）、スポーツ吹き矢（吹き矢同好会）、
着装（あさがお、ばら、こすもす［一人できものが
着れ、マナーが身につきます］）

●申し込み　電話で下記へ。

　市民プラザ・ゆう　TEL27・2988
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

常
勤
職
員
を
募
集

　

10
月
２
日
に
開
館
予
定
の
交
流
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
で
、
音
楽
事
業
の
企
画
制
作

を
担
当
す
る
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
応
募
資
格　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
音
楽
公
演
、
お
よ
び
音
楽

に
関
す
る
教
育
普
及
事
業
の
企
画
運
営

の
経
験
が
あ
る
方

●
採
用
予
定
日　

６
月
１
日

●
採
用
試
験　

５
月
７
日
㈬
に
教
養
試

験
、
作
文
、
個
人
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
方
法　

４
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
受

験
申
込
書
、
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
を

郵
送（
同
日
必
着
）、
ま
た
は
人
材
開
発

課
へ
直
接
持
参
。

●
そ
の
他　

受
験
申
込
書
、
履
歴
書
、
職

務
経
歴
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
が

交
付
す
る
も
の
を
使
用
。

　

人
材
開
発
課　

TEL
23
・
５
３
３
２

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
見
た
上
田
城「
天
守
閣
」

「
上う

え

田だ

城じ
ょ
う

跡せ
き

」そ
の
２

ス
ト
ン
が
見
た
建
物
は
天
守
閣
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
西
櫓

で
し
ょ
う
。
関
ヶ
原
合
戦
後
に
破
壊
さ
れ
た
上
田
城
は
、
真

田
信
之
に
代
わ
っ
て
上
田
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
仙せ

ん

石ご
く

忠た
だ

政ま
さ

が
、
寛
永
３（
１
６
２
６
）年
に
櫓
や
石
垣
な
ど
の
復
興
工

事
を
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
武
家
諸
法
度
で
禁
じ
ら
れ
た

天
守
閣
の
造
営
は
行
わ
れ
ず
、
以
来
、
天
守
閣
は
無
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
ど
の
絵
図
を
見
て
も
、

上
田
城
の
本
丸
に
は
７
つ
櫓
と
２
つ
の
櫓
門
し
か
描
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
上
田
城
に
は
３
つ
の
櫓
と
櫓
門
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
北
櫓
と
南
櫓
は
昭
和
24
年
に
城
外
か
ら
移
築
復
元

さ
れ
た
も
の
で
、
戦
中
戦
後
の
辛
い
世
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
上
田
城
は
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
史
跡
公
園

と
し
て
、
明
治
時
代
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
上
田
城
を
史
実
に
基
づ
き
忠
実
に
整
備
し
て
い

く
た
め
に
、
お
城
を
写
し
た
古
い
写
真
や
建
物
の
設
計
図
、

古
文
書
な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。
特
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

櫓
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
古
い
写
真
な
ど
の
証
拠

が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
先
日
、
市
内
の
あ
る
お
宅
か
ら

上
田
城
に
関
す
る
絵
図
面
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

上
田
城
に
関
す
る
お
宝
は
蔵
や
押
入
れ
に
眠
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方
は
ぜ
ひ
、
文
化
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

　

明
治
維
新
の
後
、
上

田
城
に
あ
っ
た
７
棟
の

櫓や
ぐ
ら

な
ど
は
民
間
に
払
い

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
建
物
は
解
体

さ
れ
て
、
材
木
や
瓦
な

ど
は
他
の
建
物
に
再
利

用
さ
れ
た
り
し
ま
し
た

が
、
西
櫓
だ
け
は
解
体

さ
れ
ず
に
保
存
さ
れ
、

や
が
て
最
後
の
藩
主
・

松ま
つ

平だ
い
ら

忠た
だ

礼な
り

に
返
還
さ
れ

ま
し
た
。
西
櫓
は
松
平

家
の
古
文
書
な
ど
を
入

れ
る
蔵
と
し
て
使
わ

れ
、
昭
和
４
年
か
ら
は
上
田
市
徴ち

ょ
う

古こ

館か
ん（
博
物
館
）と
し
て
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
残
っ
た
西
櫓
は
、
現
在
ま
で
江

戸
時
代
の
姿
を
ほ
ぼ
留
め
て
い
ま
す
。

　

上
高
地
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
紹
介
し
た
イ
ギ
リ
ス
人

宣
教
師
で
、
登
山
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
、
上

田
か
ら
保ほ

福ふ
く

寺じ

峠
を
越
え
て
松
本
に
向
か
う
途
中
、
お
そ
ら

く
浦
野
の
辺
り
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
立
ち
寄
っ
た
茶
屋

か
ら
上
田
城
を
臨
み
、
目
に
入
っ
て
き
た
お
城
の
建
物
を「
天

守
閣
」と
表
現
し
、
そ
の
白
壁
の
美
し
さ
を
賞
賛
し
ま
し
た

（「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山
と
探
検
」よ
り
）。
た
だ
し
、
ウ
ェ

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

ウェストンが賞賛した頃に撮影された西櫓
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国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
４
実
行
委
員
募
集

　

秋
に
開
催
予
定
の「
国
際
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル 

２
０
１
４ in M

aruko

」の
企

画
・
運
営
に
あ
た
る
実
行
委
員
や
、
実
行

委
員
と
一
緒
に
事
前
の
準
備
や
当
日
の
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容　

イ
ベ
ン
ト
内
容
の
企
画
、

当
日
の
会
場
の
設
営
、
運
営
な
ど

●
活
動
期
間　

５
〜
11
月

●
活
動
回
数　

５
回
程
度

●
申
し
込
み　

４
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
左
記
へ
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
42
・
３
１
４
７

第
52
回
信
州
上
田
丸
子

夏
期
大
学
運
営
委
員
募
集

　

現
代
社
会
や
地
域
の
課
題
な
ど
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
、
各
専
門
分
野
の
著
名
人

を
講
師
に
迎
え
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
運
営
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
活
動
期
間　

５
〜
10
月

●
活
動
回
数　

４
回
程
度

●
申
し
込
み　

４
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

上
田
わ
っ
し
ょ
い

生
演
奏
ボ
ー
カ
ル
募
集

　

真
夏
の
市
民
ま
つ
り「
上
田
わ
っ
し
ょ

い
」が
、
今
年
も
７
月
26
日
㈯
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
上
田
わ
っ
し
ょ
い
生
演
奏
連

「CLU
B

わ
っ
し
ょ
い
」で
は
、
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
の
生
演
奏
に
参
加
す
る
ボ
ー
カ
ル
を

募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
定
員　

男
女
各
３
名

●
詳
細　

５
〜
７
月
末
ま
で
の
練
習（
週

２
〜
４
回
程
度
）に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

４
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

CLU
B

わ
っ
し
ょ
い（
香
山
）

　
　

TEL
０
９
０
・
２
５
４
７
・
２
８
７
８

　
　
（

観
光
課
）

募
集

募 集

医師確保修学資金などの貸与を行います
　将来、上田地域内の指定医療機関の医師として従事しようとする大学生、産科・
小児科・麻酔科医を志す大学院生、および研修医、さらには県外から新たに赴任す
る産科・小児科・麻酔科医に対して、それぞれ必要な資金を貸与します。
●制度の概要　医学生修学資金、研修医等研修資金、医師研究資金
●募集期間　　修学資金、研修資金／４月４日㈮～18日㈮
　　　　　　　研究資金／随時
●募集人数　　各区分とも若干名
●詳細　　　　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は、下記に問い合わせ

ください。

区　分 対　象 貸与金額 貸与期間
修学資金 医学部の大学生 月額20万円 大学卒業まで

研修資金
産科、小児科、麻酔科
医を志す大学院生、研
修医

月額30万円
大学院を卒業または
研修が終了するまで

研究資金

県外から転入し、指定
医療機関で勤務する産
科、小児科、麻酔科の
医師

３年資金／300万円
２年資金／200万円

３年資金／３年間
２年資金／２年間

●その他　　　一定期間、市が指定する医療機関に従事することにより、返還を免
除します。

　 健康推進課　TEL28・7123
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し　

絆き
ず
な

を
深
め
る

好きです吉田会

〈事業の紹介〉
　好きです吉田会は、わがまち
魅力アップの採択を受け、平成
25年10月から活動を始めてい
ます。吉田自治会の住民相互の
絆を深め、地域の文化を子ども
たちに伝えるための活動を推進
するため、今後、吉田いにしえ
周遊道路の整備事業や、八十八
夜祭、子どもたちの就農体験な
ど、各種事業に取り組む予定で
す。

　

吉
田
地
域
に
は
、
仙せ
ん

福ぷ
く

寺じ

聖し
ょ
う

天て
ん

堂ど
う

跡
、
大
連
塚
・
経
塚（
古
墳
）

な
ど
、
歴
史
あ
る
遺
跡
な
ど
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
多
く
が
住
民
の
関
心
を
引
く
こ
と
な
く
、
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
財
産
に
も
う
一
度
目
を
向
け
、
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
相
互
の
絆
を
深
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
よ
う
と
、
昨
年
10
月
、
吉
田
自
治
会
の
有
志
14
名
に
よ

り「
好
き
で
す
吉
田
会
」が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
月
２
回
の

ペ
ー
ス
で
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
活
動
内
容
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
意
見
を
基
に
、
地
域
に
16
あ
る
遺
跡
を
歩
い
て
散
策
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
健
康
増
進

に
も
つ
な
が
る
よ
う
、「
吉
田
い
に
し
え
周
遊
道
路
」（
約
２
㎞
）

を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
遺
跡
な
ど
の
説

明
板
・
休
憩
所

の
整
備
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作

成
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
田
地
域
は
、

昔
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
、

多
く
の
家
庭
が
自
給
自
足

の
生
活
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
文
化
を
伝
承
す
る
た
め
、
４
月
20
日
に
は
、
地

域
の
春
祭
り
に
合
わ
せ
、
か
つ
て
仙
福
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
、

五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
八
十
八
夜
祭
の
開
催
に
向
け
、
現
在
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
食
育
の
面
か
ら
も
、
自
分
が
汗

を
流
し
て
育
て
た
作
物
を
食
べ
る
こ
と
を
経
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
近
く
の
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
就
農
体
験
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

前
吉
田
自
治
会
長
で
会
の
代
表
者
で
も
あ
る
青
木
暸
一
さ
ん

は
、「
こ
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
集
い
、
話
が
で
き
、
絆
が
深
ま
る
よ
う
な
取
組
を
企

画
し
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
、こ
の
事
業
に
か
け
る
思
い
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

青
木
瞭り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
、
宮
﨑
久ひ
さ

夫お

さ
ん
、

小
林
敬け
い

子こ

さ
ん
、
宮
下
千ち

里さ

子こ

さ
ん春祭り開催予定地の神明社



池波正太郎真田太平記館　　　TEL28・7100

特別企画展「画家　風間完」【第一期】
　風間完生誕95年を記念して特別企画展を開催します。
石原慎太郎「巷の神々」、瀬戸内寂聴「朝な朝な」など、著名
作品の挿絵原画を展示します。
日　時 　４月５日㈯～６月22日㈰10：00～18：00（入館は

17：30分まで）
休館日 　水曜日（４月９日・16日は営業）、５月８日㈭・

９日㈮
入館料 　一般300円、高大学生200円、小中学生100円（市

内高校生以下は無料）、団体・障がい者割引あり。

特別企画展
「画家　風間完」【第一期】
講座
　『小説家とさし絵画家の「相思
相愛」』と題し、特別企画展にあ
わせたサロントークを開催しま
す。当時、週刊朝日の池波氏担
当編集者だった重金氏に、小説
家とさし絵画家との関わりにつ
いてお話を伺います。
日　時 　４月24日㈭13：30～15：30
講　師 　重

しげ

金
かね

敦
あつ

之
ゆき

氏（文芸ジャーナリスト）
定　員 　先着60名
参加費 　800円（お茶代含む）
申し込み 　４月18日㈮までに、電話で。

市民の森公園　　　　　　　 TEL23・0363

市民の森 ゴーカート場オープン
　市民の森ゴーカート場がオープンします。
日　時 　４月12日㈯～10月13日（月・祝）の土日祝日
　　　　　9：00～16：00
　　　　　※４月28日㈪～５月２日㈮、７月26日㈯～
 　８月24日㈰は無休
料　金 　エンジンカー／１周券100円、11周券1,000円、

バッテリーカー／１回100円

ひとまちげんき・健康プラザうえだ

10歳若返るウォーキング「インターバル速歩」講座
　専用の歩数計（熟大メイト）をつけて、ゆっくり歩きと
速歩きを数分間ずつ交互に行うウォーキングです。普通の
ウォーキングよりも短時間で持久力や筋力アップが期待で
きます。
　講座の前後に体力測定を行い、３か月間のインターバル
速歩の効果を確認します。
日　時 　①歩き方講習／４月25日㈮10：00～11：30、
　　　　　②体力測定と歩き方講習／
　　　　　　　５月１日㈭13：30～16：00
　　　　　　　または５月２日㈮9：00～11：30
　　　　　※その後の詳細日程は別途通知します。
対　象 　20歳からおおむね70歳までの市民
定　員 　50名（応募多数時は抽選）
受講料 　1,700円
申し込み 　４月18日㈮までに、電話で健康推進課（TEL28・

7123）へ。

◇茶道
日　時 　４月13日㈰・19日㈯・27日㈰10：30～
　　　　　（19日は13：30～もあり）
場　所 　ともしび博物館茶室煌庵
参加費 　無料

マルチメディア情報センター　   TEL39・1000
URL　http：//www.umic.jp/

Excel初心者講座２日間コース［Excel2013使用］
　最新バージョンのExcel2013を使った初心者向け講座で
す。
日　時 　５月15日・22日㈭13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,260円）
申し込み 　４月24日㈭～５月13日㈫に、電話で。
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施設イベント

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

地域の文化を支えた人々パート６　宮下弁覚
　上田地域の文化人について全６回にわたって講座を開催
します。第１回目は上田藩医であり文人でもあった江戸時
代の人物・宮

みや

下
した

弁
べん

覚
かく

について講演します。
日　時 　５月10日㈯13：30～15：00
講　師 　宮

みや

下
した

美
よし

生
お

氏（三折堂宮下医院理事長）
定　員 　先着30名　　 参加費 　100円
申し込み 　４月10日㈭以降、電話で。

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

丸子図書館「おはなし会」
　大

おお

森
もり

美
み

和
わ

さん（英語／国際教育コーディネーター）によ
る、簡単な英語を使った絵本、ことばあそびを予定してい
ます。
日　時 　４月19日㈯10：30～
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

真田図書館「おはなし広場」
　図書館サポーターおとぎの会の皆さんによる、絵本の読
み聞かせをお楽しみください。
日　時 　４月19日㈯10：30～11：00
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

中央公民館　　　　　　　　　TEL22・0760

ベビーサイン講座
日　時 　４月21日、５月19日、６月23日、７月28日の

月曜日、10：30～11：30
内　容 　赤ちゃんと手話やジェスチャーでコミュニケー

ションをとります。
対　象 　６か月～１歳６か月児と保護者
定　員 　先着16組

西部公民館　　　　　　　　　TEL27・7544

子育て講座「親子のびのび広場」
　楽しい工作教室、愉快なイベント、育児情報の提供、マ
マ友づくり、お母さんの癒

いや

しの場所として活用いただける、
子どもとお母さんが元気になる講座です。
日　時 　原則毎月第２・４木曜日の10：30～12：30（受付

10：00～、都合により変更の場合あり。詳しく
は問い合わせください）

対　象 　就学前の児童（主に１～３歳）と保護者
受講料 　子ども一人につき100円
持ち物 　上履き、その他必要な物
申し込み 　不要

子育て講座プレ親子のびのび広場
　赤ちゃんとお母さんがゆっくり、楽しく学べる子育て講
座です。ゲームや簡単な工作を楽しみながら、ママ友づく
り、出産をひかえた妊婦さんの情報交換の場として活用く
ださい。
日　時 　原則毎月第１・３水曜日の10：30～12：00（受

付10：00～。通年開催。一部開催日の変更あり）
対　象 　１歳未満児と保護者、妊婦
受講料 　大人一人につき100円
申し込み 　不要
※詳しくは、チラシ、またはホームページをご覧ください。

武石公民館　　　　　　　　　TEL85・2030

武石焼陶芸家村越久子追悼展
　武石焼雪しろ窯を主宰した故村

むら

越
こし

久
ひさ

子
こ

氏の作品を展示し
ます。期間中、村越氏の作品で喫茶（煎茶道、茶道）の機会
を設けます。詳しくは問い合わせください。
日　時 　４月11～27日の金・土・日曜日、10：00～16：00
場　所 　武石公民館、ギャラリークラノマ、妙見寺、と

もしび博物館茶室煌庵
入場料 　無料
◇煎茶道（ウーロン茶）
日　時 　４月19日㈯10：30～、13：30～
場　所 　ギャラリークラノマ
参加費 　500円

受講料 　400円（初日に徴収）
申し込み 　４月14日㈪午前９時以降、電話で。
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四ツ葉ス
ケッチ

　２月27日、アクアプラザ上田で上田地
域広域連合消防本部・千曲坂城消防本部の
救助隊、県警機動隊、上田警察署員が水難
事故を想定した潜水士合同訓練を実施しま
した。
　上田広域消防本部には、現在11名の潜
水士がおり、そのうち救助隊に所属する５
名が災害対応に従事しています。
　訓練では、ウォーミングアップを兼ねて
基本泳法を確認した後、４～５人のグルー
プに分かれて空気ボンベなどの器具を装着
し、スクーバ潜水や検索訓練を行いました。
　災害現場では、視界不良などの悪条件の
中検索することから、ロープを使った信号
の送り方や、探す範囲をあらかじめ決めて
潜水します。この日は、県機動隊から訓練
方法の説明を受けた後、目印を付けたロー
プを持った潜水士が一列に繋

つな

がり、半円の
範囲での検索などを行いました。
　上田広域の潜水士からは「日ごろから鍛
錬し、訓練は常に現場を想定して取り組ん
でいます」と頼もしい声が聞かれました。

技
術
向
上
と
災
害
救
助
の
連
携
強
化
の
た
め
に

消
防
士
・
警
察
官　

潜
水
士
合
同
訓
練

　

２
月
24
日
と
３
月
５
日
、
丸

子
子
育
て
サ
ロ
ン
で
、
春
か
ら

保
育
園
や
幼
稚
園
で
使
用
す
る

図
書
袋
な
ど
の
製
作
を
応
援
す

る「
ち
く
ち
く
講
座
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
子
育
て
サ
ロ

ン
を
利
用
し
て
い
る
お
子
さ
ん

の
入
園
準
備
と
し
て
、
用
途
別

の
大
小
の
袋
を
作
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
準
備
に
悩
む
お

母
さ
ん
た
ち
の
手
作
り
の
応
援
が
し
た
い
と
毎

年
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
自
宅
か
ら
持
ち
込
ん
だ
ミ
シ
ン

に
真
剣
な
顔
で
向
い
合
う
お
母
さ
ん
の
傍
に
座

り
、
ウ
キ
ウ
キ
と
笑
顔
で
作
業
を
の
ぞ
き
込
む

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

毎
年
指
導
を
し
て
い
る
伊い

比び

美み

代よ

子こ

さ
ん

（
沢
田
）は
、「
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ミ
シ
ン
を
使
い
出

す
人
も
多
い
で
す
よ
」と
話
し
、
縫
い
方
の
質

問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し

た
お
母
さ

ん
は
、「
ひ

と
り
で
は
絶

対
に
で
き
な

い
。
一
緒
に

教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
楽

し
く
で
き
ま

し
た
」と
子

ど
も
の
入
園

が
待
ち
遠
し

い
様
子
で
し

た
。

わいわい手づくりを楽しもう
丸子子育てサロン「ちくちく講座」

3030



このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　誰にでも気軽にできるビーチーボールの普
及と、冬季の運動不足の解消や、スポーツを
通じて世代間や地域間の親睦を図るため、第
24回分館親善スポーツ大会が３月９日に武
石体育館で開催されました。
　参加チームは年代ごとに編成され、今年は
44チーム約250人が参加しました。
　武石健康推進委員による「ひと・まち げん
き 健康体操」で準備運動をしてから早速競技
開始です。
　各チームはこの日のために、約１か月前か
ら練習を重ねてきましたが、ふわりと空中に
浮くボールが思いどおりのところへは飛ば
ず、参加者たちは悪戦苦闘しながらも、仲間
や家族の声援に包まれ、会場は大いに盛り上
がりました。
　最近は、ご近所同士の交流機会が少なく
なってきていますが、この日は、会場のあち
こちで談笑している姿が見られました。気持
ちのいい汗を流し、運動不足の解消と、地域
や世代を超えた親睦も深めることができた一
日でした。

　

３
月
２
日
、
第
37
回
真
田
地
域

分
館
対
抗
卓
球
大
会
が
真
田
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、

分
館
活
動
の
活
性
化
と
地
域
住
民

の
交
流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
22

分
館
27
チ
ー
ム
の
４
０
０
人
を
超

え
る
住
民
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
１
チ
ー
ム
10
人
、
５

組
の
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
る
団
体
戦

で
、
予
選
は
、
27
チ
ー
ム
が
８
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
行
な
い
、
上

位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
へ
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
16

チ
ー
ム
が
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
戦
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
チ
ー
ム
に
点
が
入
る
と
、「
よ
し
」、「
や
っ
た
」な
ど
の
声

が
拍
手
と
と
も
に
上
が
り
、
選
手
の
健
闘
を
称
え
て
い
ま
し
た
。

　

各
分
館
で
は
、
大
会
の
１
か
月
ほ
ど
前
か
ら
公
民
館
な
ど
で
練
習

を
重
ね
ま
す
。
練
習

の
日
程
は
そ
れ
ぞ
れ

で
決
め
ま
す
が
、
週

５
日
を
練
習
日
と
し

て
設
け
た
り
、
他
の

分
館
と
交
流
戦
を
行

う
な
ど
、
練
習
に
も

熱
が
入
り
ま
す
。

　

選
手
と
し
て
参

加
し
た
70
代
の
女
性

は
、「
怪け

我が

も
な
く

楽
し
く
で
き
て
良

か
っ
た
。
皆
さ
ん
と

交
流
が
で
き
て
良
い

で
す
ね
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

真田地域分館対抗卓球大会

卓球大会で交流を深めよう

分
館
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

世
代
を
超
え
て
大
熱
戦
！

3131



読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

メール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

人口：160,916人 男：78,694人 女：82,222人 世帯数：65,521世帯
　　　（3,307人） 　　（1,543人） 　　（1,764人）

人の動き（平成26年３月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　

３
月
１
日
・
２
日
、
菅
平
高
原
国
際
リ
ゾ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
前
グ
ラ
ウ

ン
ド
特
設
会
場
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
バ
ト
ル
＆
戦
国
雪
合
戦
に
、
市
内

外
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
約
４
０
０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、近
年
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
愛
好
者
が
減
少
し
、
ゲ
レ
ン
デ
が
寂
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

中
、
菅
平
高
原
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
訪
れ
る
方
を
少

し
で
も
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
で
始
め
、
各
方
面
か
ら
協
賛
を
い
た

だ
き
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
市
の
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
も

活
用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
戦
国
雪
合
戦
は
試
合
の
勝
敗
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
や
試
合
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
最
終
的
な
勝
敗
を
決
す
る
と

い
う
ル
ー
ル
の
も
と
、
真
田
幸
村
軍
な
ど
戦
国
武
将
に
関
連
し
た
も
の

や
、
六
文
戦
士
ウ
ェ
イ
ダ
ー
、
か
り
丸
く
ん
、
真
田
幸
丸
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
キ
ャ
プ
テ
ン
の
も
の
な
ど
全
９
チ
ー
ム
が
奮
闘
し
、
さ
く

ら
ゆ
き
チ
ー
ム
が
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
福
島
県
か
ら
上
田
市
へ
避
難
し
て
い
る
ご
家
族
も
各

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
参
加
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
武
将
た
ち
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
バ
ト
ル
に
は
、
遠
方
は
和
歌
山
県
な
ど
全

国
各
地
か
ら
強
者
24
チ
ー
ム
が
結
集
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
全
て
が
本

気
モ
ー
ド
。
各
チ
ー
ム
が
戦
術
を
駆
使
し
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
レ

ベ
ル
の
高
い
試
合
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
準
優
勝
が
最
高
だ
っ
た
ク
ボ
ア

チ
ア
王
国
チ
ー
ム
が
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
歴
史
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト「
さ

く
ら
ゆ
き
」の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
信
州
プ
ロ
レ
ス
＆
イ
ン
デ
ィ
ー
三
銃
士

に
よ
る
雪
上
プ
ロ
レ
ス
、
全
員
参
加
の
雪
上
宝
探
し
な
ど
、
雪
合
戦
以

外
で
も
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

２
０
１
４
菅
平
高
原
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
バ
ト
ル
＆
戦
国
雪
合
戦
を
開
催

記
事
投
稿
／
菅
平
高
原
雪
合
戦
実
行
委
員
会
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